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保 全 業 務 特 記 仕 様 書 
 

国立山口徳地青少年自然の家ボイラー設備等運転管理業務 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年度～２０２６年度 

独立行政法人国立青少年教育振興機構

【別冊２】



１章 総則 

1.1 業務概要 

(1).業務名称 

国立山口徳地青少年自然の家ボイラー設備等運転管理業務 

(2).業務場所 

山口県山口市徳地船路６６８ 国立山口徳地青少年自然の家  

(3).業務期間 

２０２５年１０月１日から２０２６年９月３０日まで 

(4).業務内容 

   業務場所に常駐し、対象設備の運転監視、点検保守、書類の作成等を行う。 

(5).適用 

   この業務の受注者は、独立行政法人国立青少年教育振興機構会計規程、契約事務取扱規則を遵

守、文部科学省が定める発注工事請負等契約規則に準じ、この特記仕様書、建築保全業務共通仕様

書（令和5年度年版 国土交通省大臣官房官庁営繕部）、文教施設保全業務標準仕様書（令和５年

版）（以下「標準仕様書」という。）、現場説明書及び質疑回答書に基づき履行する。 

    

(6).業務施設名称と概要 

２章のとおり 

    (7).特記仕様書の適用方法 

a.・印で始まる事項については、○印を付した事項のみ適用する。 

b.表中の各欄に数字・文字・記号等を記入する事項については、記入した事項のみ適用する。 

c.―又は×印で抹消した事項は全て適用しない。 

d.「保守」とは、点検結果に基づき建築物等の機能回復又は危険防止のために行う作業をいい、そ

の内容は特記する。 

 「修理」とは、常備する工具又は部品を用い受注者が行う作業で、支給材料以外の費用が発生し

ない作業をいう。 

 

1.2 業務責任者等 

業務対象設備に係る業務責任者は、ボイラー設備等の運転及び日常点検について総合的に判断できる

知識と技能を有する以下の免許の所持者とする。 

 

免許の種類 備  考 

ボイラー技士 
○・ １級以上 業務従事者の中から選任すること。 

・ ２級以上  

危険物取扱者乙種第4類  

  

1.3 業務従事者 

業務対象設備に係る業務従事者は、次の資格を有するものとする。 

業務従事者は、労働安全衛生法（昭和４７年法律第５７号）に定める以下の免許の所持者とする。 



 

免許の種類 備  考 

ボイラー技士 
・ １級以上  

○・ ２級以上 ３名以上確保すること。 

 

 1.4 ボイラー取扱作業主任者の選任 

ボイラー及び圧力容器安全規則（昭和４７年労働省令第３３号）第２４条に基づき、本業務に従事す

る者の中から、ボイラー取扱作業主任者を選任すること。 

 

 1.5 業務場所の安全衛生管理 

ボイラー運転従事者は、指定数量以上の危険物を取り扱うため、危険物取扱者(乙種4類)免状を所持

するものとし、その中から危険物取扱主任者を選任すること。 

 

 1.6 安全対策等 

利用者及び発注者に対して安全対策を行うこと。 

 

1.7 室内への立ち入り 

次の部屋に入室する際は、監督職員の承諾を受けること。 

利用中の研修室、宿泊室等 

 

1.8 養生 

応急処置等の修理を行う際には、適切な養生を行うこと。 

 

 1.9 試験機及び工具等 

業務を実施するために必要な試験機及び工具等は貸与する。 

 

 1.10 業務の履行の立会い 

代行機関の実施するボイラー及び第１種圧力容器の性能検査及び消防署による立ち入り検査 

 

 1.11 業務の履行の確認及び報告   

 

 1.12 点検の省略   

 

1.13 電力用水費等 

業務を実施するために必要な電力、給水は発注者が支給する。ただし、停電時に使用する電力、用水

は受注者が準備し負担する。 

 

1.14 守秘義務 

本業務の実施過程で知り得た秘密を他に漏洩してはならない。 

 

 



1.15 著作権その他 

著作権、特許権その他第三者の権利の対象となっている点検方法等の使用に関しては、その費用負 

担及び使用交渉の一切を受注者にて行う。 

 1.16 控室等 

ボイラー運転管理業務を行う技術者等は、中央監視室に常駐し、控室は休憩室とする。 

共用施設の利用：食堂、便所、エレベーターを使用してよい 

駐車場の利用：使用してよい 

 

1.17 緊急時の対応等 

夜間等における緊急事態に対して、宿直職員・警備員等と連絡を取り合い、職員の指示に従うこと。 

 

1.18 業務の引継 

受注者は、各業務についての引継を前期受注者と打ち合わせのうえ行い、引継完了後、完了報告書

（様式任意）を書面で発注者に報告すること。また、契約の終了が確定したときは、次期受注者と打ち合

わせのうえ、引継を行うこと。 

 

1.19 管理体制 

(1).受注者は、この業務遂行に当たって安全確保及び保全に努め、消防法（昭和２３年法律第１８６

号）や大気汚染防止法（昭和４３年法律第９７号）、労働安全衛生法等各種関係法令に従い業務を実施

するものとする。 

(2).受注者は、業務従事者の身元、衛生及び規律の維持に努めるものとする。 

(3).業務従事者の労務災害については、一切受注者の負担とする。 

 

２章 運転・監視及び保守点検業務特記事項 

2.1 運転・監視業務等対象設備の概要 

運転及び監視業務の主な設備は、以下に掲げる設備とし、業務内容は標準仕様書によるものとする。 

なお、設置場所は別紙「建物配置図」を参照。 

 

設置場所 設備名称 設備概要 数量 運転期間 運転時間 標準仕様書 

食堂棟 蒸気ボイラー 

炉筒煙管式 

伝熱面積 21.6㎡ 

最高圧力 1.0MPa 

２台 2.2による 2.2による 

第1編 

～第3編 

〃 熱交換器 
内容量  0.066m3 

最高圧力 1.0MPa 
２台 2.2による 2.2による 

〃 温水ボイラー 
貫流ボイラー 

伝熱面積 4.9㎡ 
１台 2.2による 2.2による 

〃 
温水ボイラー用 

軟水器 

流量 0.36㎥/h 

イオン量 6ℓ 
１台 2.2による 2.2による 

〃 
貯油槽 

（地下タンク） 
内容量 18㎥ １式 2.2による 2.2による 



〃 空調機（ACU-1） モーター 5.5kw １台 2.2による 2.2による 

〃 温水1次ポンプ モーター 1.5kw ２台 2.2による 2.2による 

〃 温水2次ポンプ 
モーター 

0.75kw～7.5kw 
５台 2.2による 2.2による 

設置場所 設備名称 設備概要 数量 運転期間 運転時間 標準仕様書 

浴室棟 貯湯槽 
内容量  4.758m3 

最高圧力 0.5MPa 
１台 2.2による 2.2による 

第1編 

～第3編 

〃 補機類  １式 2.2による 2.2による 

〃 浴室用ろ過器Ｐ 
流量 125L/min 

モーター 1.5kw 
２台 2.2による 2.2による 

〃 空調機（ACU-1） モーター 5.5kw １台 2.2による 2.2による 

管理棟 温水ボイラー 
小型ボイラー 

伝熱面積 3.81㎡ 
２台 2.2による 2.2による 

〃 
貯油槽 

（地下タンク） 
内容量 5㎥ １式 2.2による 2.2による 

〃 1次循環ポンプ モーター 1.5kw ２台 2.2による 2.2による 

〃 2次循環ポンプ 
モーター  

2.2kw～3.7kw 
３台 2.2による 2.2による 

オリエンテ

ーション棟 
空調機（ACU-1） モーター 3.7kw １台 2.2による 2.2による 

学習棟 空調機（ACU-1） モーター 5.5kw １台 2.2による 2.2による 

リーダー打合

せ棟１・２ 

ガスヒートポン

プエアコン 

ヤンマーディーゼル 

ガス消費量 15.2kw 
２台 2.2による 2.2による 

 

2.2 業務時間 

ボイラー設備等の運転管理業務を行う日時等は、下記による。 

ただし、必要に応じて発注者、受注者協議の上、変更することができる。 

入札に係る見込時間は、通常勤務2,934時間、深夜勤務12時間とする。なお、深夜勤務とは22：00か

ら5：00の時間帯に勤務することを指す。 

 

入札に係る見込時間 ※必ずしも当該勤務見込時間を保証するものではない。 

 通常勤務 令和6年度実績（宿泊者あり172日、宿泊者なし181日）をもとに下記のとおり見込み、 

      宿泊者あり172日×12.5時間＝2,150時間 

      宿泊者なし121日×4時間=484時間 

      宿泊者なし（食堂の利用あり）60日×5時間＝300時間    計2,934時間 

      2,934時間 ✕ 3年 ＝8,802時間とする。 

  



深夜勤務 月1時間と見込み、 

12時間×3年＝36時間とする。 

     

 

 

 

                 項    目 

 月   日 
運転管理業務時間 備  考 

４月１日 ～ ３月３１日 
8：30 

 

～ 

 

22：00 

 

日常点検・管理業務（休憩時間を含む） 

乾燥機の運転・管理業務 

浴室給湯、日常点検・管理業務 

乾燥機の運転・管理業務 

４月１日 

 

～ 

 

３月３１日 

 

8：30 ～ 12：30 

利用者がいない場合 

日常点検・管理業務（休憩時間なし） 

乾燥機の運転・管理業務 

8：30 ～ 14：30 

利用者がいない場合（食堂の利用がある

場合） 

日常点検・管理業務（休憩時間を含む） 

乾燥機の運転・管理業務 

※年末年始（12月29日～1月4日）を除く。 

※上記のうち、必要に応じて深夜時間帯（22:00～5:00）の間に、協議の上で業務の延長を依頼する

ことがある。 

 

2.3 取替部品等 

ボイラーの運転監視及び保守点検に伴う点検整備における取替部品等は、発注者が支給する。 

 

2.4 業務報告書 

業務完了後に、次の書類等を１部提出する。 

運転・監視業務報告書・・・業務報告書（日報）を毎日１部提出する。 

定期点検業務報告書・・・・月例点検及び年次点検の業務報告書は受注者の定める書式で業務終了後

速やかに１部提出する。 

 

2.5 水質検査   

    検査項目、周期は標準仕様書による。  

 

2.6 外気温上昇時の措置 

本業務実施に当たり、外気温度が13℃を超えた場合、暖房用ボイラーの運転を停止し、外気温度に留意

し温度低下の状態を勘案し再運転する。 

 

 

 

2.7 その他 



(1).冬季積雪時において、ボイラー室及び地下タンク周辺の除雪を行い、適切な維持管理に努めること。 

その他の季節においては、設備等の適切な維持管理に努めること。 

(2).勤務中は、利用者サービスの向上に努めること。（利用者へのあいさつ、丁寧な対応等） 

   (3).設備等全般の管理に関して、専門的な見識から助言等を行うこと。 

 

３章 その他特記事項 

3.1 日常点検業務 

3.1.1 日常点検業務 

点検保守業務の業務内容は以下のとおりとし、具体的な作業内容及び周期は、別に定める点検基準等に

よるものとする。（点検基準等は該当する設備について適用する。） 

・ボイラー等の熱源設備の点検保守 

（ボイラー等の第1種圧力容器については自主点検を毎月実施すること。） 

・空気調和設備の点検保守 

・給排水衛生設備の点検保守   

・監視制御設備の点検保守 

・電気設備の点検   

    ・危険物取扱業務 

    ・施設営繕等業務   

    業務の実施に当たっては、機器を常に良好な状態に保ち、正常に動作するように努めること。 

 

3.1.2 業務報告書 

業務完了後に、次の報告書を１部提出する。 

・業務報告書・・・・点検保守の業務報告は業務報告書（日報）で業務終了後速やかに１部提出する。 

 

3.2 日常管理業務 

3.2.1日常管理業務 

日常管理業務の業務内容は以下のとおりとし、具体的な作業内容は、別に定める管理基準によるものと

する。 

・浴室管理 

 

3.2.2 業務報告書 

業務完了後に、次の報告書を１部提出する。 

・業務報告書・・・・業務報告は業務報告書（日報）で業務終了後速やかに１部提出する。 

 

3.2.3 その他 

管理業務において、専門業者の修理を要する場合及び消耗品の保管数が少なくなった場合は、速やかに

担当職員へ報告すること。 

 

3.3 応急措置及び修理業務 

3.3.1 応急措置及び修理業務 

日常点検において機器等の故障又は異常を発見した場合。又は、担当職員からの連絡により応急処置の



必要があるときは、常備する工具等又は部品を用いて、速やかに処置すること。 

 

  3.3.2 専門業者の修理 

    機器等の修理において、専門業者の修理を要する場合は、速やかに担当職員へ報告すること。 

 

3.3.3 業務報告書 

業務完了後に、次の報告書を１部提出する。 

・業務報告書・・・・業務報告は業務報告書（日報）で業務終了後速やかに１部提出する。 

 

3.3.4 その他 

担当職員が指示するボイラー運転保守の関連業務を実施すること。 

 



空気調和設備 点　検　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

本体
エアフィルターの汚れ・損傷・変形の有無、
清掃

○

スプレーノズルの詰り・腐食・脱落の有無、
清掃

○

空調機内外部の空気漏れの点検 ○

風量調節ダンパ・防火ダンパの作動点検、
調整

○

温湿度センサーの作動点検、清掃 ○

吹出口・還気口の汚れ点検、清掃 ○

吹出口・還気口の腐食・さび・変形等の点検 1/6ヶ月

自動制御装置 検出部の損傷・変形・汚れの点検清掃 ○

調節部の損傷・破損・変形等の点検清掃 ○

操作部の損傷の有無点検 ○

記録計・指示計の損傷・変形・摩耗・汚れ及
び作動状態の点検清掃

○

指示値どおり各部が正常に作動するか機能
点検を行う

○

各種配管・弁・付属装置 保温・防露の亀裂・欠落の有無 1/6ヶ月

弁・付属装置の作動の良否 1/6ヶ月

付属配管のゆるみ・損傷の有無点検、調整 1/6ヶ月

送風機の汚れ清掃、変形・さびの有無 1/6ヶ月

送風機異音・振動の点検調整 ○

冷温水コイルの腐食・変形の有無の点検 1/6ヶ月

冷温水コイルの汚れ清掃・詰まり点検 1/6ヶ月

ドレンパンの排水口点検、清掃 1/6ヶ月

エアフィルターの損傷・変形の点検清掃 ○

吹き出しグリルの腐食・さび・変形等の点検
清掃

○

取付状態の点検調整 1/6ヶ月

空

気

調

和

機

冷暖房
運転期
間

フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

機器名 その他



空気調和設備 点　検　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

電動機の異音・振動・発熱の点検調整 ○

運転時負荷・電流の確認 ○

軸受けの温度・振動の有無点検 ○

Ｖベルトの伸び・亀裂その他異常の有無の
点検調整

○

羽根車・ケーシングの汚れ・さび・変形の点
検

○

潤滑油の点検・補充 ○

取付状態の点検調整 1/6ヶ月

配管 継ぎ手・分岐箇所の漏れ、蒸気漏れ点検 ○

伸縮継ぎ手の作動状況・損傷・漏れ点検 ○

弁の漏れ・損傷の有無の点検調整 ○

保温材・支持金物
保温材の外装の状態、支持金物の変形・損
傷の有無点検

○

その他機器名

送
・
排
風
機

露
出
配
管



給排水衛生設備 点　検　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

取付状態の点検調整 ○

水栓の破損・作動状態の点検調整、交換 ○

排水状態の点検調整 ○

フラッシュバルブの作動状態の点検調整、
交換

○

ボールタップの作動状況の点検調整 ○

吐出水量の点検調整 ○

湯温・水頭圧・蒸気圧等
給湯温度・水頭圧・蒸気圧及び温度調節弁
の作動状態の点検調整

○

スチームトラップの作動点検 ○

温水循環ポンプ 作動の良否、異常の有無点検 ○

給湯配管 腐食・損傷等の点検 ○

本体 損傷・水漏れ・温調弁等の点検 ○

保温の損傷の有無点検 ○

管・弁
給水管・蒸気管・排水管の腐食・漏れ・損傷
の有無点検

○

減圧弁の取付作動状況の点検 ○

逃し弁・安全弁の漏れ、取付作動状況の点
検

○

圧力・電流値により作動状況の点検 ○

異音・振動の有無 ○

グランド側よりの滴下量点検、調整 ○

潤滑油のグリース等の点検、補充 ○

自動制御装置の作動状況点検、調整 ○

カップリング及びゴムの点検、調整 ○

カーボンブラシの点検調整 ○

継ぎ手・分岐箇所の漏れ点検 ○

弁の漏れ・損傷の有無及び作動点検、調整 ○

支持金物類の取付状況の点検 ○

保温材の破損・損傷状態の点検 ○

その他機器名

貯

湯

槽

給
排
水
用
ポ
ン
プ

衛
生
器
具

配
管



給排水衛生設備 点　検　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

消毒剤の消費状態の点検調整、補充（取扱
説明書による）

○

残留塩素の測定を行い、測定値を記録する ○

漏水の有無の点検、調整 ○

ポンプモーターの作動の良否及び異音の有
無点検

○

漏水の有無の点検 ○

水槽内の水量点検 ○

補給水弁開閉機構の点検調整 ○

監視制御設備 点　検　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

監視制御盤 外部の汚損・損傷の有無 ○

監視盤 信号灯・表示灯の点灯の確認 ○

中継盤
操作スイッチ・切替スイッチの正常位置の確
認

○

遠方監視盤 警報装置の作動の確認 ○

（グラパネ含む） 各種指示値の確認 ○

記録計の機能の確認 ○

排気ファンの異常の有無 ○

その他

その他

監
視
制
御
設
備

消
火
栓
ポ
ン
プ

消
火
水
槽

機器名

機器名

滅
菌
装
置



電気設備 点　検　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

カバー、本体の変形・破損等の確認 ○

照明器具からの異音、異臭等の確認 ○

管球の球切れの確認及び交換 ○

共通部の点灯及び消灯 ○

取付状況の点検 ○

配線器具・分電盤等の変形・破損の確認 ○

受変電設備からの異音・異臭等の確認 ○

過電流、漏電によるトリップの確認・復旧 随時

感知器・誘導灯等の脱落、破損等の確認 ○

管球の球切れの確認及び交換 ○

自家発電、非常蓄電池 スイッチ位置、計器指示値を確認 ○

蓄電池の損傷、汚れ、液漏れの確認 ○

燃料、オイル、冷却水等の漏れの確認 ○

本体の変形・損傷の確認 ○

照
明
設
備

消
防
設
備

非
常
用
電
源
設
備

機器名 その他

電
力
設
備



浴室管理 管　理　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

浴槽水の排水、張水 ○

残留塩素の測定を行い、測定値を記録する ○

浴槽水、カラン、シャワーの温度確認 ○

排水口等の清掃 ○

備品の整理整頓 ○

高濃度塩素による消毒
指示に
よる

循環ろ過装置 漏水の有無の点検、調整 ○

作動の良否及び異音の有無点検 ○

逆流洗浄を行う（取扱説明書による） ○

ヘアキャッチャーの清掃 ○

混合装置 設定温度の確認 ○

作動の良否及び異音の有無点検 ○

薬液注入装置 消毒剤の消費状態の点検調整、補充 ○

作動の良否及び異音の有無点検 ○

その他

浴
室
管
理

機
械
室
管
理

機器名



ボイラー他熱源設備 点　検　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

鏡板 汚損・腐食・変形の有無 ○

炉筒 変形・漏れの有無 ○

ケーシング 腐食・変形の有無 ○

マンホール 腐食・変形の有無 ○

圧力計・水高計
指針の狂い・取付状態・ガラス破損・汚れの
有無

○

安全弁・逃し管 漏れの有無 ○

水面測定装置 機能テスト、漏れの有無 ○

ボイラー水 ＰＨ測定及び吹き出しの実施 ○

自動制御装置
圧力調整装置・燃料遮断装置・水位調整装
置等の作動の良否、調整

○

通風装置
送・排風機の異音、振動等異常の有無及び
調整

○

ﾊﾞｰﾅｰﾀｲﾙ及び炉壁 亀裂・欠損の有無 ○

付属設備
蒸気管・弁・付属配管・保温、電源用・制御用
電線等の破損、欠落の有無

○

給水装置
ポンプ・配管・弁の損傷、漏れ等の有無及び
調整

○

油量調整機構 油量・油圧等の設定位置、点検調整 ○

ノズル・チップ 汚れ・損傷の有無及び清掃 ○

火炎検出装置 作動の良否、汚れ・焼損状態の点検清掃 ○

着火装置 汚れ・損傷の有無、点検調整清掃 ○

ロータリーバーナー ゆるみ・亀裂の有無、点検調整 ○

燃焼状態 炎の大きさ・形・輝度の点検調整 ○

燃料の遮断装置 感震装置の作動確認 ○

油電磁弁の作動の良否確認 ○

制御装置
作動の良否、ゆるみ・汚れの有無、点検調整
清掃

○

ボ
イ
ラ
｜
本
体

　ボイラー他熱源設備の第１種圧力容器については、第1種圧力容器の自主点検を毎月行うこと。業務報告書は受注
者の定める書式で業務終了後速やかに１部提出する。

その他

バ
｜
ナ
｜
関
係

ボ
イ
ラ
｜
設
備

機器名



ボイラー他熱源設備 点　検　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

本体等 軟水検査及び再生作業 ○

操作バルブの作動の良否確認 ○

充填物の量、汚れ点検、逆流作業 ○

本体・配管・弁・継ぎ手等の漏れ、損傷の有
無

○

機器名

軟
水
装
置

その他



ボイラー他熱源設備 点　検　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

槽及び配管 残油量・漏れの点検 ○

通気管の損傷・腐食等の点検、清掃 ○

配管・継ぎ手・弁等の油漏れ点検、調整 ○

油槽内の水分点検 ○

弁類の作動の良否、亀裂・変形の有無 ○

変形・漏れ・腐食の有無 ○

油量計・油面計 計器の作動の良否確認 ○

汚れ・漏れの点検清掃 ○

ギヤーポンプ 異常音・振動の有無、電流値等の点検 ○

油漏れの有無 ○

本体 損傷・変形・漏れの点検 ○

保温材の欠落の有無 ○

配管・付属品
安全弁・逃し管等の損傷、漏れの有無、点検
調整

○

減圧弁・温調弁等の漏れの有無、点検調整 ○

二次側設定値の変動・異常の有無、点検調
整

○

圧力計他指示値の適正の良否確認、調整 ○

外部の保温、ケーシングの損傷・脱落の有無 1/6ヶ月

水面計・温度計の点検、調整、清掃 ○

補給水電磁弁の作動の良否 ○

煙道の損傷・漏れの有無、通風圧の良否点
検

○

煙突・点検口・ばい煙測定口からの漏れの点
検

1/6ヶ月

耐火断熱材等の欠落・損傷状態の点検 1/6ヶ月

水溜まりの有無の点検、排出 1/6ヶ月

堆積する灰塵量の点検、除去 1/6ヶ月

燃料残量、使用量の確認 ○

タンク、配管、継ぎ手からの漏れの点検 ○

燃料ポンプの動作の良否 ○

熱
交
換
機

還
水
槽

機器名

煙
道
・
煙
突

燃
料
タ
ン
ク

その他

貯
油
槽

（
地
下
タ
ン
ク

）



ボイラー他熱源設備 点　検　基　準

点検作業内容 1/日 1/週 1/月

圧力計・温度計の指針の誤差、汚れ点検調
整

○

損傷・汚れ・変形の有無 1/年

保温被覆等の損傷の有無 1/年

取り出し弁類・配管類のさび・漏れ・作動不良
の点検調整

1/年

漏水・漏気の有無の点検調整 ○

送水圧の異常の有無、点検調整 ○

ポンプモーター配管の異常の有無、点検調
整

○

ポンプ停止時の水高（水圧）計の指示値が一
定であるかフード弁を点検

○

ポンプ及び接続配管・継ぎ手等の取付状態
等の点検調整

○

冷暖房
運転期
間

空
調
用
ポ
ン
プ

ヘ
ッ
ダ
｜

その他機器名



1. 目的

2. 適用範囲

(1) 管理対象設備： ①温水1次ポンプ×2台

②温水2次ポンプ×3台

設置場所： 管理棟機械室

(2) 型式・仕様： メーカー 型　式 製造番号 流　量 揚程 モーター

PH1-1 （1次ポンプ） 030574 C8

PH1-2 （1次ポンプ） 030575 C8

PH-2 （2次ポンプ） SJ4 50×40K 62.2 030590 C8 0.25 m3/min 16 m 2.2 kW

PH-3 （2次ポンプ） SJ4 50×40K 63.7 030287 C8 0.17 m3/min 28 m 3.7 kW

PH-4 （2次ポンプ） SJ4 50×40K 62.2 030587 C8 0.14 m3/min 25 m 2.2 kW

(2) 用　　途：

3. 管理項目

4. 計測・記録

計測場所

1回/日

項目

記録頻度

１．計測測定
　（１）電流
２．状態確認
　（１）異常音・振動点検

記　録

説　明

1回/日日常点検

日報に記載する。

メンテナンス時（ボイラーと連動運転）

温水の搬送

項　目

不要時の停止

管理棟　温水ポンプ　管理標準

管理基準

1次ポンプの温水ボイラーと温水ヘッダーとの間、2次ポンプは温水ヘッダーと管理棟・オリエ
ンテーション棟・研修棟の暖房設備との間の温水の搬送を行う。

0.75 kW0.28 m3/min 7 m

本標準は、法に定める「工場におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断基準」を明確化、遵守すること
により、エネルギーの使用の合理化を適切かつ有効に行うことを目的とする。

概　　要

記　号

極東
機械
製作所

SJ4 50×40M 6.75

1次ポンプ 2次ポンプ

動力盤 ①電流



※ 異常を発見した場合は修理および改善の処置を施し、状況を日誌に記録する。

5. 保守・点検（記録必要）

頻度

※ 異常が確認された場合は、連絡ルートに則り直ちに連絡をする。

6. 新設時の措置

(1) インバーターの導入を検討する。

7. 実施時期

制定日

定期点検

１．外部汚れ清掃、損傷点検
２．グランドパッキン点検調整
３．締付部のゆるみ点検
４．軸芯の狂い点検調整
５．カップリングゴムの点検
６．機能の点検
７．ストレーナー清掃
８．モーターの過熱、絶縁抵抗測定
９．その他必要機器の点検整備

2回/年

適正値

項　目 方　法

1次ポンプ
2.6A以下

① 電流

計測方法

平成21年4月1日

記録項目

PH-2,PH-4
8.0A以下

PH-3
14.5A以下

A

0
1
2

53 4

A

0
2
4

106 8

A

0
5

10 15 20

1次ポンプ
電流リミット

2.6A

PH-2,PH-4
電流リミット

8.0A

PH-3
電流リミット

14.5A



1. 目的

2. 適用範囲

(1) 管理対象設備：

設置場所： 食堂棟ボイラー室

(2) 型式・仕様： 記号 製造番号 製造年月 換算蒸発量 最高使用圧力 燃料消費量

BS-1 11621

BS-2 11620

(3) 用　　途： 浴室棟および厨房への蒸気供給

食堂棟、浴室棟および宿泊棟への暖房用温水供給

3. 管理項目

不要時の停止

日常点検

蒸気圧力

空気比 1.3　(目標にして調整する）

メンテナンス時

2回/日
以上

項　目

概　　要

本標準は、法に定める「工場におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断基準」を明確化、遵守すること
により、エネルギーの使用の合理化を適切かつ有効に行うことを目的とする。

管理基準

食堂棟　蒸気ボイラー　管理標準

炉筒煙管ボイラー×2缶

浴室棟および厨房へ蒸気を供給する。
供給蒸気は、供給先に応じて蒸気ヘッダーにて3段階に減圧される。
本ボイラーより熱交換器に蒸気を送り、交換された温水が、食堂棟、浴室棟および宿泊棟へ暖
房用として供給される。

メーカー・型式

１．計測測定
　（１）蒸気圧力
　（２）電流
２．状態確認
　（１）異常音・振動点検
３．重油使用量

平川鉄工所
MP-800

1988年10月 130 L/h1.8 ton/h

蒸気ヘッダーにて0.78MPa（HS-1）、4.0kg/cm2（HS-2およびHS-3）に減圧する。

10 kg/cm2



4. 計測・記録

③ 重油使用量

※ 異常を発見した場合は修理および改善の処置を施し、状況を日誌に記録する。

項目

計測場所

記録頻度

記　録

2回/日以上

説　明

日報に記載する。

記録項目

② 電流

蒸気圧力① 0.78MPa

計測方法適正値

①圧力

蒸気ヘッダー
（HS-1）

蒸気ヘッダー
（HS-2）

蒸気ヘッダー
（HS-3）

②電流

効率UPのためには、
なるべく低くする。

0

10

5 15

20

MPa

適正圧力
0.78MPa

熱交換器

温水ヘッダー
（往）

温水ヘッダー
（還）



5. 保守・点検（記録必要）

頻度

2回/年

※ 異常が確認された場合は、連絡ルートに則り直ちに連絡をする。

6. 新設時の措置

(1) 高効率機器の導入

(2) 効率計測が可能となる計測器設置の検討

7. 実施時期
制定日

定期点検

１．ボイラー（内外）及び煙（内部）清掃点検
２．ボイラー付属機器の点検整備
３．燃焼装置点検整備
　（１）バーナー清掃
　（２）燃焼調整
　（３）制御弁作動状態点検、漏れ確認
　（４）ベアリング摩耗確認
４．ボイラー制御盤内点検整備

方　法

2回/年

空気比の算出 排ガス中酸素濃度から空気比を算出し、燃焼状態を継続的に管理する。

項　目

平成21年4月1日



1. 目的

2. 適用範囲

(1) 管理対象設備：

設置場所： 食堂棟ボイラー室

(2) 型式・仕様： メーカー 型式 製番 製造年月 最大蒸発量 燃料消費量 最高使用圧力 伝熱面積

前田鉄工所 SAJ-30 390 1988年9月 300 kg/h 21 L/h 1MPa 4.9 m2

(3) 用　　途： 食堂棟の給湯

3. 管理項目

4. 計測・記録

② 重油使用量

※ 異常を発見した場合は修理および改善の処置を施し、状況を日誌に記録する。

パネルの指示計にて確認する

項　目

概　　要

本標準は、法に定める「工場におけるエネルギーの使用の合理化に関する事業者の判断基準」を明確化、遵守すること
により、エネルギーの使用の合理化を適切かつ有効に行うことを目的とする。

管理基準

食堂棟　貫流蒸気ボイラー　管理標準

貫流ボイラー×1缶

本ボイラーから熱交換器へ蒸気を供給し、給湯を行う。

0.69MPa

蒸気圧力① 0.69MPa

不要時の停止

日常点検

蒸気圧力

空気比 1.3　(目標にして調整する）

計測方法適正値

説　明

１．計測測定
　（１）蒸気圧力
２．状態確認
　（１）異常音・振動点検
３．重油使用量

計測場所

記録頻度

記録項目

項目

メンテナンス時（食堂使用時に合わせて運転する）

記　録

2回/日以上

日報に記載する。

2回/日以
上



5. 保守・点検（記録必要）

頻度

1回/年

※ 異常が確認された場合は、連絡ルートに則り直ちに連絡をする。

6. 新設時の措置

(1) 高効率機器の導入

(2) 効率計測が可能となる計測器設置の検討

7. 実施時期
制定日 平成21年4月1日

定期点検

１．ボイラー（内外）及び煙（内部）清掃点検
２．ボイラー付属機器の点検整備
３．燃焼装置点検整備
　（１）バーナー清掃
　（２）燃焼調整
　（３）制御弁作動状態点検、漏れ確認
　（４）ベアリング摩耗確認
４．ボイラー制御盤内点検整備

方　法

空気比の算出 排ガス中酸素濃度から空気比を算出し、燃焼状態を継続的に管理する。

項　目

1回/年



業務報告書（日報） 勤務 時 分 ～ 時 分 時間 分 （内休憩時間　　　時間　　　分） 確認

時間 分
令和　　年　　　月　　　日 （ ） 天候 作成者 印 時間 分

ボイラー運転記録 ボイラー運転時間 時 分～ 時 分 、 時 分～ 時 分 燃料等使用量
0 2 4 6 8

外気温(℃) ﾘｯﾄﾙ

機械室室温(℃) ﾘｯﾄﾙ

勤務者 日常管理の記録 修理応急処置の記録

時 分 ～ 時 分
（ 時 分 時 分） 浴室管理

時 分 ～ 時 分 浴槽管理
（ 時 分 時 分） 機械室管理

時 分 ～ 時 分
（ 時 分 時 分） 利用者数

時 分 ～ 時 分
（ 時 分 時 分） 宿泊利用 人

日帰り利用 人

消
火
栓
ポ
ン
プ

漏水の有無の点検、調整

ポンプモーターの作動の良否及び異音の有無点検

1/日

1/週

保温の損傷の有無点検

作動の良否、異常の有無点検

給湯配管

本体

1/週

1/月

1/月

冷
暖
房
運
転
期
間

1/6ヶ月

腐食・損傷等の点検

損傷・水漏れ・温調弁等の点検

貯
湯
槽

1/日

フ
ァ
ン
コ
イ
ル
ユ
ニ
ッ
ト

エアフィルターの損傷・変形の点検清掃

吹き出しグリルの腐食・さび・変形等の点検清掃

取付状態の点検調整

1/日

1/日

1/6ヶ月

BS-1

BS-2

BS-3

ボイラー運
転

従事時間
（合計）

送気時間
（合計）

次　　長 係長又は専門職 係又は専門職付勤 務 時 間 計
日 常 点 検 業 務 時 間 計
ボ イ ラ ー 運 転 従 事 時 間 計

項目10 12 14 16 18 20 22 24

給水

燃　　料

氏　　　名 勤務時間（内休憩時間）

1/6ヶ月

1/月

吹出口・還気口の汚れ点検、清掃

ドレンパンの排水口点検、清掃

実施
周期

エアフィルターの汚れ・損傷・変形の有無、清掃

1/月

チェック

1/月

点検作業内容

風量調節ダンパ・防火ダンパの作動点検、調整

1/月

温水循環ポ
ンプ

冷温水コイルの汚れ清掃・詰まり点検

1/月

1/月

1/6ヶ月

1/月

1/月

1/日

1/日

1/月

冷温水コイルの腐食・変形の有無の点検

弁・付属装置の作動の良否

実施
周期

操作部の損傷の有無点検

記録計・指示計の損傷・変形・摩耗・汚れ及び作動状
態の点検清掃

指示値どおり各部が正常に作動するか機能点検を行
う

調節部の損傷・破損・変形等の点検清掃

保温・防露の亀裂・欠落の有無

1/月

空調機内外部の空気漏れの点検

1/月

1/日

付属配管のゆるみ・損傷の有無点検、調整

潤滑油の点検・補充

継ぎ手・分岐箇所の漏れ、蒸気漏れ点検

取付状態の点検調整吹出口・還気口の腐食・さび・変形等の点検

検出部の損傷・変形・汚れの点検清掃

排水状態の点検調整

送風機異音・振動の点検調整 吐出水量の点検調整 1/日

取付状態の点検調整

1/月

1/日

水栓の破損・作動状態の点検調整、交換

送風機の汚れ清掃、変形・さびの有無

Ｖベルトの伸び・亀裂その他異常の有無の点検調整

送
・
排
風
機

チェック

1/月

1/日

1/月

点検作業内容

電動機の異音・振動・発熱の点検調整

運転時負荷・電流の確認

軸受けの温度・振動の有無点検

1/日

1/月

1/月

1/6ヶ月

1/6ヶ月

1/6ヶ月 フラッシュバルブの作動状態の点検調整、交換 1/日

1/日

1/6ヶ月

1/日

1/6ヶ月

衛
生
器
具

湯温・水頭
圧・
蒸気圧等

ボールタップの作動状況の点検調整

スチームトラップの作動点検1/6ヶ月

給湯温度・水頭圧・蒸気圧及び温度調節弁の作動状態
の点検調整

伸縮継ぎ手の作動状況・損傷・漏れ点検

弁の漏れ・損傷の有無の点検調整

保温材の外装の状態、支持金物の変形・損傷の有無
点検

1/日

機器名 機器名

露
出
配
管

配管

保温材・支
持金物

1/月

温湿度センサーの作動点検、清掃

1/月

スプレーノズルの詰り・腐食・脱落の有無、清掃

羽根車・ケーシングの汚れ・さび・変形の点検

1/月

逃し弁・安全弁の漏れ、取付作動状況の点検 1/月

1/月

点検作業内容
実施
周期

チェック

1/月

支持金物類の取付状況の点検

保温材の破損・損傷状態の点検

ppm

1/日

1/日

1/月

1/週

1/日

1/月

滅
菌
装
置

消毒剤の消費状態の点検調整、補充（取扱説明書によ
る）

残留塩素の測定を行い、測定値を記録する

弁の漏れ・損傷の有無及び作動点検、調整配
管

継ぎ手・分岐箇所の漏れ点検

機器名

1/日

給
排
水
用
ポ
ン
プ

異音・振動の有無 1/日

1/月

室名（場所）

カップリング及びゴムの点検、調整

カーボンブラシの点検調整

項　　　目
結果

備考
良 否

管・弁
貯
湯
槽

※　ボイラー運転従事時間とは、ボイラー運転時間の前後
に準備、片付けとして30分づつ加算した時間

備　考
※以下の各機器の点検において異常
等があった場合に記載

利用種別 人　数

建物名称

m3

m3

対象設備 処置内容

本日使用量機器名
BS-1・2

BS-3

BS-1

BS-2

圧力・電流値により作動状況の点検

本体

自動制御装
置

グランド側よりの滴下量点検、調整

潤滑油のグリース等の点検、補充

自動制御装置の作動状況点検、調整

減圧弁の取付作動状況の点検

給水管・蒸気管・排水管の腐食・漏れ・損傷の有無点検

1/月

空

気

調

和

機

各種配管・
弁・付属装

置

1/週

1/月

1/月



点検作業内容 実施 周期 チェック 点検作業内容 実施 周期 チェック 点検作業内容 実施 周期 チェック

漏水の有無の点検 1/日 漏水の有無の点検、調整 1/日 損傷・変形・漏れの点検 1/月
水槽内の水量点検 1/日 循環ろ過装置 作動の良否及び異音の有無点検 1/週 保温材の欠落の有無 1/月
補給水弁開閉機構の点検調整 1/週 逆流洗浄を行う（取扱説明書による） 1/週 安全弁・逃し管等の損傷、漏れの有無、点検調整 1/週

監視制御盤 外部の汚損・損傷の有無 1/日 ヘアキャッチャーの清掃 1/日 減圧弁・温調弁等の漏れの有無、点検調整 1/日
 監視盤 信号灯・表示灯の点灯の確認 1/日 混合装置 設定温度の確認 1/日 二次側設定値の変動・異常の有無、点検調整 1/日
 中継盤 操作スイッチ・切替スイッチの正常位置の確認 1/日 作動の良否及び異音の有無点検 1/日 圧力計他指示値の適正の良否確認、調整 1/日
 遠方監視盤 警報装置の作動の確認 1/週 薬液注入装置 消毒剤の消費状態の点検調整、補充 1/日 外部の保温、ケーシングの損傷・脱落の有無 1/6ヶ月

各種指示値の確認 1/日 作動の良否及び異音の有無点検 1/日 水面計・温度計の点検、調整、清掃 1/月
記録計の機能の確認 1/日 鏡板 汚損・腐食・変形の有無 1/月 補給水電磁弁の作動の良否 1/月
排気ファンの異常の有無 1/日 炉筒 変形・漏れの有無 1/月 煙道の損傷・漏れの有無、通風圧の良否点検 1/月
カバー、本体の変形・破損等の確認 1/月 ケーシング 腐食・変形の有無 1/月 煙突・点検口・ばい煙測定口からの漏れの点検 1/6ヶ月

照明器具からの異音、異臭等の確認 1/週 マンホール 腐食・変形の有無 1/月 耐火断熱材等の欠落・損傷状態の点検 1/6ヶ月

管球の球切れの確認及び交換 1/日 圧力計・水高計 指針の狂い・取付状態・ガラス破損・汚れの有無 1/日 水溜まりの有無の点検、排出 1/6ヶ月

共通部の点灯及び消灯 1/日 安全弁・逃し管 漏れの有無 1/日 堆積する灰塵量の点検、除去 1/6ヶ月

取付状況の点検 1/週 水面測定装置 機能テスト、漏れの有無 1/日 燃料残量、使用量の確認 1/日

配線器具・分電盤等の変形・破損の確認 1/日 ボイラー水 ＰＨ測定及び吹き出しの実施 1/日 タンク、配管、継ぎ手からの漏れの点検 1/週

受変電設備からの異音・異臭等の確認 1/日 自動制御装置
圧力調整装置・燃料遮断装置・水位調整装置等の
作動の良否、調整

1/月 燃料ポンプの動作の良否 1/週

過電流、漏電によるトリップの確認・復旧 随時 通風装置 送・排風機の異音、振動等異常の有無及び調整 1/週 圧力計・温度計の指針の誤差、汚れ点検調整 1/月

感知器・誘導灯等の脱落、破損等の確認 1/週
ﾊﾞｰﾅｰﾀｲﾙ及び
炉壁

亀裂・欠損の有無 1/月 損傷・汚れ・変形の有無 1/年

管球の球切れの確認及び交換 1/週 付属設備
蒸気管・弁・付属配管・保温、電源用・制御用電線
等の破損、欠落の有無

1/週 保温被覆等の損傷の有無 1/年

スイッチ位置、計器指示値を確認 1/月 給水装置 ポンプ・配管・弁の損傷、漏れ等の有無及び調整 1/月
取り出し弁類・配管類のさび・漏れ・作動不良の点
検調整

1/年

蓄電池の損傷、汚れ、液漏れの確認 1/月 油量調整機構 油量・油圧等の設定位置、点検調整 1/日 漏水・漏気の有無の点検調整 1/日
燃料、オイル、冷却水等の漏れの確認 1/月 ノズル・チップ 汚れ・損傷の有無及び清掃 1/日 送水圧の異常の有無、点検調整 1/日
本体の変形・損傷の確認 1/月 火炎検出装置 作動の良否、汚れ・焼損状態の点検清掃 1/日 ポンプモーター配管の異常の有無、点検調整 1/日

浴槽水の排水、張水 1/日 着火装置 汚れ・損傷の有無、点検調整清掃 1/日
ポンプ停止時の水高（水圧）計の指示値が一定で
あるかフード弁を点検

1/月

　ppm
ロータリーバーナーゆるみ・亀裂の有無、点検調整 1/月

ポンプ及び接続配管・継ぎ手等の取付状態等の
点検調整

1/月

ppm
燃焼状態 炎の大きさ・形・輝度の点検調整 1/日

浴槽水、カラン、シャワーの温度確認 1/日 感震装置の作動確認 1/月
排水口等の清掃 1/日 油電磁弁の作動の良否確認 1/週
備品の整理整頓 1/日 制御装置 作動の良否、ゆるみ・汚れの有無、点検調整清掃 1/日
高濃度塩素による消毒 指示による 軟水検査及び再生作業 1/日

操作バルブの作動の良否確認 1/月
充填物の量、汚れ点検、逆流作業 1/月
本体・配管・弁・継ぎ手等の漏れ、損傷の有無 1/月
残油量・漏れの点検 1/日
通気管の損傷・腐食等の点検、清掃 1/月
配管・継ぎ手・弁等の油漏れ点検、調整 1/月
油槽内の水分点検 1/月
弁類の作動の良否、亀裂・変形の有無 1/月
変形・漏れ・腐食の有無 1/月
計器の作動の良否確認 1/月
汚れ・漏れの点検清掃 1/月
異常音・振動の有無、電流値等の点検 1/週
油漏れの有無 1/月

ボ
イ
ラ
｜
設
備

ボ
イ
ラ
｜
本
体

機器名

配管・
付属品

本体
消
火
水
槽 機

械
室
管
理

機器名

熱
交
換
機

還
水
槽

残留塩素の測定を行い、測定値を記録する

機器名

燃
料
タ
ン
ク

ヘ
ッ
ダ
｜

煙
道
・
煙
突

空
調
用
ポ
ン
プ

浴
室
管
理

バ
｜
ナ
｜
関
係

監
視
制
御
設
備

軟
水
装
置

本体等

1/日

 （グラパネ含
む）

自家発電、
非常蓄電池

冷
暖
房
運
転
期
間

貯
油
槽

（
地
下
タ
ン
ク

）

燃料の遮断装置

照
明
設
備

電
力
設
備

消
防
設
備

非
常
用
電
源

設
備

槽及び配管

油量計・油面計

ギヤーポンプ

大

小


